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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第101期

第３四半期連結
累計期間

第102期
第３四半期連結
累計期間

第101期
第３四半期連結
会計期間

第102期
第３四半期連結
会計期間

第101期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高　　　　　　　　(百万円) 216,928 150,213 74,436 56,515 271,510

経常利益又は経常損失(△)

　　　　　　　　　　　(百万円)
3,028 △2,442 △1,077 477 △1,137

四半期(当期)純損失(△)(百万円)　

　　　　　　　
△6,342 △5,376 △7,055 △880 △11,609

純資産額　　　　　　　(百万円) － － 101,284 85,869 87,228

総資産額　　　　　　　(百万円) － － 188,294 166,050 162,562

１株当たり純資産額　　　　(円) － － 1,127.99 954.48 984.38

１株当たり四半期(当期)純損失

(△)　　　　　　　　      (円)
△83.49 △70.77 △92.87 △11.58 △152.82

潜在株式調整後１株当たり四半期

(当期)純利益　　　　　　　(円)
－ － － － －

自己資本比率　　　　　　　(％) － － 45.5 43.7 46.0

営業活動による

キャッシュ・フロー　　(百万円)
886 8,166 － － △2,399

投資活動による

キャッシュ・フロー　　(百万円)
△23,143 △10,067 － － △29,151

財務活動による

キャッシュ・フロー　　(百万円)
11,124 3,403 － － 11,887

現金及び現金同等物の四半期末

(期末)残高　　　　　　(百万円)
－ － 10,786 6,775 5,206

従業員数　　　　　　　　　(人) － － 11,878 11,725 11,490

　(注)  １. 売上高には、消費税等は含まれていません。

　　　　２. 当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載していま

せん。

　　　　３. 第102期第３四半期連結累計(会計)期間及び第101期第３四半期連結累計(会計)期間並びに第101期の潜在株式調

整後１株当たり四半期(当期)純利益については、１株当たり四半期(当期)純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載していません。
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２【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数(人) 11,725(2,216)

　 (注) １. 従業員数は就業人員です。

２. 従業員数欄の(　)内数字は外数で、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員です。なお、臨時

従業員には、季節工、パートタイマー、嘱託契約の従業員及び派遣社員を含めています。

３. 臨時従業員数は、第２四半期連結会計期間に比べ、主に自動車用部品事業における増産の影響により332人増

加しています。

 

(2) 提出会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数(人) 3,331(474)

　 (注) １. 従業員数は就業人員です。

 ２. 従業員数欄の(　)内数字は外数で、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員です。なお、臨時従業

員には、季節工、パートタイマー、嘱託契約の従業員及び派遣社員を含めています。

 ３. 臨時従業員数は、第２四半期会計期間に比べ、主に自動車用部品事業における増産の影響により112人増加し

ています。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

  (1) 生産実績

　  当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりです。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

前年同四半期比（％）

自動車用部品(百万円) 52,886 △28.3

その他(百万円) 3,376 201.6

計 (百万円) 56,262 △24.8

　 (注) １. 金額は、販売価格によっています。

　　　　２. 上記の金額には、消費税等は含まれていません。

 

  (2) 受注状況

　  当第３四半期連結会計期間における受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりです。

事業の種類別セグメン
トの名称

受注高
（百万円）

前年同四半期比
（％）

受注残高
（百万円）

前年同四半期比
（％）

自動車用部品 55,079 △20.3 18,338 △11.7

その他 3,130 179.4 838 268.6

計 58,209 △17.1 19,177 △8.6

　　(注)  上記の金額には、消費税等は含まれていません。

　

  (3) 販売実績

　  当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりです。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

前年同四半期比（％）

自動車用部品(百万円) 53,177 △27.3

その他(百万円) 3,337 169.2

計（百万円） 56,515 △24.1

　  (注) １. 上記の金額には、消費税等は含まれていません。

         ２. 前第３四半期連結会計期間及び当第３四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売

実績の総販売実績に対する割合

相手先

前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

金額
(百万円)

割合
(％)

金額
(百万円)

割合
(％)

本田技研工業㈱ 17,764 23.9 12,570 22.2

 

２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　
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３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が判断したも

のです。

(1) 業績の状況

当社グループ(当社、連結子会社及び持分法適用関連会社)の当第３四半期連結会計期間の業績は、売上高につき

ましては、一部の地域では、四輪車用部品の販売が増加したものの、全体としては、自動車需要の減少による減産や

為替換算の影響等により、565億１千５百万円（前年同四半期比24.1％減）となりました。

利益につきましては、主に業務の効率化や費用削減等の諸施策による改善効果により、営業利益は９億８千１百

万円（前年同四半期比153.0％増)、経常利益は４億７千７百万円（前年同四半期は経常損失10億７千７百万円)、ま

た、四半期純損失は８億８千万円（前年同四半期は繰延税金資産を取り崩したことなどにより、四半期純損失70億

５千５百万円)となりました。

　　

事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりです。

①　自動車用部品

一部の地域における四輪車用部品の販売が増加したものの、総じて市場の低迷による減産の影響を受け、四輪車

用部品、二輪車用部品の販売がともに減少し、減収となりました。

この結果、自動車用部品事業の売上高は、531億７千７百万円（前年同四半期比27.3％減）となり、営業利益は、

７億７千万円（前年同四半期比258.7％増）となりました。

②　その他

その他事業の売上高は、33億３千７百万円（前年同四半期比169.2％増）となり、営業利益は、２億１千１百万円

（前年同四半期比22.1％増）となりました。

  

所在地別セグメントの業績は、次のとおりです。

①　日本

日本においては、四輪車用部品は、エコカー減税・買換え支援策等による一部車種の増産効果はあったものの、

得意先の減産の影響を受け、四輪車用部品、二輪車用部品の販売がともに減少し、減収となりました。

この結果、売上高は、313億１千７百万円（前年同四半期比20.9％減）となり、営業損失は、５千４百万円（前年

同四半期は営業損失４億８千３百万円）となりました。

 ②　北米

北米市場の低迷による減産の影響を受け、米国では、四輪車用部品、二輪車用ショックアブソーバの販売、また、

カナダでは、四輪車用部品の販売がともに減少し、減収となりました。

この結果、売上高は、115億円（前年同四半期比36.2％減）となり、営業損失は、４億４千８百万円（前年同四半

期は営業損失11億４千８百万円）となりました。

③　欧州

欧州市場の低迷による減産の影響を受け、スペインでは、二輪車用ショックアブソーバの販売、また、イギリスで

は、四輪車用部品の販売がともに減少し、減収となりました。

この結果、売上高は、20億９百万円（前年同四半期比56.1％減）となり、営業損失は、３億３百万円（前年同四半

期は営業利益６千万円）となりました。

④　東南アジア

インドネシア、タイでは、市場の回復の兆しはあるものの、減産の影響を受け、二輪車用ショックアブソーバ、四

輪車用部品の販売がともに減少し、減収となりました。

この結果、売上高は、71億６千７百万円（前年同四半期比28.6％減）となり、営業利益は、13億３千４百万円（前

年同四半期比2.0％増）となりました。

⑤　南米

ブラジルでは、市場の低迷による減産の影響を受け、二輪車用ショックアブソーバの販売が減少し、減収となり

ました。

この結果、売上高は、53億６百万円（前年同四半期比34.3％減）となり、営業損失は、１億円（前年同四半期は営

業利益４億３千５百万円）となりました。

⑥　その他の地域

中国では、市場が好調に推移し、四輪車用部品の販売が増加し、増収となりました。インドでは、パワーステアリ

ングの販売の増加により、増収となりました。

この結果、売上高は、77億３千２百万円（前年同四半期比14.3％増）となり、営業利益は、７億１千７百万円（前

年同四半期比247.2％増）となりました。 
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(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、1,660億５千万円となり、前連結会計年度末に比べ34億８千８百万円

増加しました。

流動資産は、原材料及び貯蔵品が減少したものの、売掛金の増加や為替換算の影響などにより、前連結会計年度

末に比べ26億５千７百万円増加しました。

固定資産は、主に投資有価証券の増加や為替換算の影響により、前連結会計年度末に比べ８億３千万円の増加と

なりました。

負債は、未払金及び未払費用が減少したものの、支払手形及び買掛金、長期借入金の増加や為替換算の影響など

により、前連結会計年度末に比べ48億４千６百万円増加しました。

純資産は、主に為替換算調整勘定が増加したものの、利益剰余金が減少したことにより、前連結会計年度末に比

べ13億５千８百万円減少しました。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」といいます。)の残高は、有形固定資産

の取得による支出及び売上債権の増加はあったものの、長期借入れによる収入、仕入債務の増加、たな卸資産の減

少及び減価償却費などにより、前連結会計年度末に比べ、15億６千９百万円増加し、67億７千５百万円となりまし

た。

当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)　

営業活動により得られた資金は、24億９千４百万円であり、前年同四半期に比べ、25億８千８百万円増加しまし

た。これは主に売上債権が増加となったものの、たな卸資産の減少及び仕入債務が増加したことによるものです。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)　

投資活動により使用した資金は、17億８千万円であり、前年同四半期に比べ、70億６千６百万円減少しました。

これは主に有形固定資産の取得による支出が減少したことによるものです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動により使用した資金は、２億９千３百万円であり、前年同四半期に比べ、69億４千５百万円減少しまし

た。これは主に長期借入れによる収入が減少したことによるものです。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題についての重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

 

(5) 研究開発活動

当社グループ(当社及び連結子会社)の研究開発は、主として当社の開発部門において、自動車用部品を中心に推

進されています。当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は、14億５千５百万円となりました。

なお、当第３四半期連結会計期間においては、研究開発活動の重要な変更はありません。 
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第３【設備の状況】
(1)主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2)設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった主要な設備の新設、除却等

について重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。　

　なお、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設等のうち、当第３四半期連結会計期間に

完了したものは、次のとおりです。　

会社名
事業所名

所在地
事業の種類別
セグメントの名称

設備の内容
投資額
（百万円）

完了年月

当社

埼玉工場

埼玉県

行田市

自動車用部品

その他

四輪車用部品

及びその他

生産設備

69平成21年12月

当社

御殿場第１工場

静岡県

御殿場市
自動車用部品

四輪車用部品

生産設備
22平成21年12月

当社

浅羽工場

静岡県

袋井市
自動車用部品

四輪車用・

二輪車用部品

生産設備

59平成21年12月

アメリカン・ショーワ・インコー

ポレイテッド

サンベリー工場

アメリカ

オハイオ州
自動車用部品

四輪車用部品

生産設備
1,175平成21年９月

ショーワ・ド・ブラジル

リミターダ

ブラジル

マナウス
自動車用部品

二輪車用部品

生産設備
992平成21年９月

　（注） 上記の金額には、消費税等は含まれていません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 180,000,000

計 180,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 76,020,01976,020,019
東京証券取引所

市場第一部

権利内容に何ら限定のない当

社における標準となる株式で

す。

単元株式数は、100株です。

計 76,020,01976,020,019― ―

 

(2)【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

 

(4)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成21年10月１日～

平成21年12月31日　
─ 76,020,019 ─ 12,698 ─ 13,455

 

(5)【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握していません。 
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(6)【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日(平成21年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしています。

①【発行済株式】

 平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―　

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

（自己保有株式）

普通株式

52,100

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

75,944,500
759,445 ―

単元未満株式
普通株式

23,419
― ―

発行済株式総数 76,020,019 ― ―

総株主の議決権 ― 759,445 ―

　

②【自己株式等】

 平成21年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数の
合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

 (自己保有株式)

株式会社ショーワ

埼玉県行田市藤原町

１－14－１
52,100 ― 52,100 0.07

計 ― 52,100 ― 52,100 0.07

　 (注)　当第３四半期会計期間末の自己株式数は、52,230株(発行済株式総数に対する所有株式数の割合0.07％)です。

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 542 516 476 548 643 648 551 519 584

最低(円) 348 385 407 353 531 536 493 408 411

　（注)　株価は、東京証券取引所市場第一部の市場相場によっています。
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３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりです。 

 役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役

（営業本部長兼営業本部二輪営業部長）

取締役

（営業本部長）　
小 田  　輝　平成21年11月１日　

取締役

（営業本部長）　

取締役　

（営業本部長兼営業本部二輪営業部長）
小 田  　輝 平成22年１月１日

取締役

(購買本部長)

取締役

(購買本部長兼購買本部購買部長)
板 垣 豊 隆 平成21年７月１日
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第５【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しています。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しています。

 

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責

任監査法人による四半期レビューを受けています。
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1【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 16,285 14,705

受取手形及び売掛金 ※2
 34,127 27,404

商品及び製品 3,827 3,986

仕掛品 4,264 4,545

原材料及び貯蔵品 16,022 18,272

その他 4,895 7,872

貸倒引当金 △122 △144

流動資産合計 79,300 76,642

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 18,699 14,233

機械装置及び運搬具（純額） 39,279 38,478

その他（純額） 14,482 21,308

有形固定資産合計 ※1
 72,461

※1
 74,020

無形固定資産 803 904

投資その他の資産

投資有価証券 10,622 8,336

その他 2,875 2,671

貸倒引当金 △13 △12

投資その他の資産合計 13,485 10,995

固定資産合計 86,750 85,919

資産合計 166,050 162,562

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 25,934 21,184

短期借入金 19,294 18,960

未払金及び未払費用 8,050 10,679

製品保証引当金 1,236 1,343

賞与引当金 1,038 2,389

役員賞与引当金 35 65

その他 2,996 2,870

流動負債合計 58,586 57,492

固定負債

長期借入金 12,485 10,376

製品保証引当金 897 832

退職給付引当金 4,299 3,634

役員退職慰労引当金 383 391

その他 3,527 2,606

固定負債合計 21,594 17,841

負債合計 80,180 75,334
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 12,698 12,698

資本剰余金 13,455 13,455

利益剰余金 53,000 58,908

自己株式 △52 △52

株主資本合計 79,102 85,010

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 4,282 2,978

繰延ヘッジ損益 △1 △43

為替換算調整勘定 △10,873 △13,163

評価・換算差額等合計 △6,592 △10,229

少数株主持分 13,360 12,446

純資産合計 85,869 87,228

負債純資産合計 166,050 162,562
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 216,928 150,213

売上原価 192,266 137,247

売上総利益 24,661 12,966

販売費及び一般管理費 ※1
 20,214

※1
 16,146

営業利益又は営業損失（△） 4,447 △3,180

営業外収益

受取利息 542 300

受取配当金 202 67

持分法による投資利益 195 165

為替差益 － 423

雇用調整助成金 － 165

その他 167 317

営業外収益合計 1,108 1,441

営業外費用

支払利息 374 658

為替差損 2,015 －

その他 137 44

営業外費用合計 2,527 703

経常利益又は経常損失（△） 3,028 △2,442

特別利益

固定資産売却益 16 7

特別利益合計 16 7

特別損失

たな卸資産評価損 64 －

固定資産売却損 32 5

固定資産廃棄損 159 177

減損損失 84 239

製品保証引当金繰入額 348 －

特別損失合計 690 422

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

2,355 △2,857

法人税等 ※2
 6,502

※2
 1,699

少数株主利益 2,195 820

四半期純損失（△） △6,342 △5,376
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 74,436 56,515

売上原価 67,076 50,332

売上総利益 7,359 6,183

販売費及び一般管理費 ※1
 6,971

※1
 5,201

営業利益 387 981

営業外収益

受取利息 158 99

受取配当金 57 23

持分法による投資利益 42 42

その他 51 96

営業外収益合計 310 261

営業外費用

支払利息 157 228

為替差損 1,530 515

その他 87 22

営業外費用合計 1,776 766

経常利益又は経常損失（△） △1,077 477

特別利益

固定資産売却益 4 2

特別利益合計 4 2

特別損失

固定資産売却損 12 0

固定資産廃棄損 20 91

減損損失 18 123

製品保証引当金繰入額 266 －

特別損失合計 317 215

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△1,391 263

法人税等 ※2
 5,204

※2
 655

少数株主利益 459 488

四半期純損失（△） △7,055 △880
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

2,355 △2,857

減価償却費 7,558 8,241

減損損失 84 239

貸倒引当金の増減額（△は減少） 66 △23

製品保証引当金の増減額（△は減少） 295 △46

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △16 △30

退職給付引当金の増減額（△は減少） 226 647

受取利息及び受取配当金 △745 △368

支払利息 374 658

為替差損益（△は益） △48 △192

持分法による投資損益（△は益） △195 △165

雇用調整助成金 － △165

有形固定資産除売却損益（△は益） 175 174

売上債権の増減額（△は増加） 487 △5,981

たな卸資産の増減額（△は増加） △8,269 4,007

仕入債務の増減額（△は減少） 1,505 4,271

その他 △1,115 969

小計 2,739 9,379

利息及び配当金の受取額 821 516

利息の支払額 △368 △583

雇用調整助成金の受取額 － 165

法人税等の支払額 △2,306 △1,311

営業活動によるキャッシュ・フロー 886 8,166

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,464 △1,347

定期預金の払戻による収入 1,530 330

有形固定資産の取得による支出 △23,238 △8,985

有形固定資産の売却による収入 46 26

投資有価証券の取得による支出 △2 △86

その他 △14 △6

投資活動によるキャッシュ・フロー △23,143 △10,067

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,013 △657

長期借入れによる収入 12,069 5,734

長期借入金の返済による支出 － △454

配当金の支払額 △2,128 △534

少数株主への配当金の支払額 △824 △667

その他 △5 △16

財務活動によるキャッシュ・フロー 11,124 3,403

現金及び現金同等物に係る換算差額 483 67

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △10,649 1,569

現金及び現金同等物の期首残高 21,436 5,206

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 10,786

※1
 6,775
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

     該当事項はありません。

　

【表示方法の変更】

当第３四半期連結会計期間
  (自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

　前第３四半期連結会計期間末において、有形固定資産の「その他 (純額)」に含めて表示していました「建物及び構築

物 (純額)」は、資産総額の100分の10を超えたため、当第３四半期連結会計期間末では区分掲記しています。なお、前第

３四半期連結会計期間末の有形固定資産の「その他(純額)」に含まれる「建物及び構築物 (純額)」は、14,510百万円

です。　

　　

　　

【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

１　棚卸資産の評価方法 　棚卸高の算出に関して、一部の連結子会社では実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の

実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定しています。

２　法人税等並びに繰延税金

資産及び繰延税金負債の算

定方法

　当社は法人税等の算定に当たり、加減算項目や税額控除項目は重要なものに限定してい

ます。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、

一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合に、前連結会計年度末にお

いて使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法により算定して

います。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額  108,469百万円

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

　当第３四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理　

　　　は、手形交換日をもって決済処理しています。なお、

当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日で

あったため、満期受取手形39百万円が当第３四半期連

結会計期間末日残高に含まれています。 

※１　有形固定資産の減価償却累計額 102,580百万円

  

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりです。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりです。

荷造運賃 4,484百万円

研究開発費 5,199 

従業員給料手当　 3,469百万円

研究開発費 4,408 

※２　法人税等調整額は法人税等に含めて表示しています。

　

※２　法人税等調整額は法人税等に含めて表示しています。

　

 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりです。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりです。

荷造運賃 1,600百万円

研究開発費 1,696 

従業員給料手当 1,121百万円

研究開発費 1,455 

※２　法人税等調整額は法人税等に含めて表示しています。

　

※２　法人税等調整額は法人税等に含めて表示しています。

　

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係(平成

20年12月31日現在)　　

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係(平成

21年12月31日現在)　　

現金及び預金勘定 15,398百万円

預入期間が３か月を超える定期預

金
△4,260 

流動資産の「その他」に含まれる

短期投資
2,393 

短期借入金(当座借越)　 △2,745 

現金及び現金同等物 10,786 

 

現金及び預金勘定 16,285百万円

預入期間が３か月を超える定期預

金
△5,104 

流動資産の「その他」に含まれる

短期投資
495  

短期借入金(当座借越)　 △4,900 

現金及び現金同等物 6,775 
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末(平成21年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平

成21年12月31日)

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　76,020,019株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　    52,230株

 

３．配当に関する事項

　配当金支払額

決議
株式の
種類

配当金の
総額

（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月23日

定時株主総会
普通株式 531 7.00平成21年３月31日平成21年６月24日利益剰余金

 

４．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

 

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間 (自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

 
自動車用
部品(百万円)

その他
(百万円)

計
(百万円)

消去又は
全社(百万円)

連結
(百万円)

売上高                     

(1) 外部顧客に
対する売上高

73,196 1,239 74,436 － 74,436

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － (－) －

計 73,196 1,239 74,436 (－) 74,436

営業利益（又は営業損失） 214 173 387 (－) 387

 

当第３四半期連結会計期間 (自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

 
自動車用
部品(百万円)

その他
(百万円)

計
(百万円)

消去又は
全社(百万円)

連結
(百万円)

売上高                     

(1) 外部顧客に
対する売上高

53,177 3,337 56,515 － 56,515

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － (－) －

計 53,177 3,337 56,515 (－) 56,515

営業利益（又は営業損失） 770 211 981 (－) 981
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前第３四半期連結累計期間 (自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

 
自動車用
部品(百万円)

その他
(百万円)

計
(百万円)

消去又は
全社(百万円)

連結
(百万円)

売上高                     

(1) 外部顧客に
対する売上高

213,367 3,561 216,928 － 216,928

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － (－) －

計 213,367 3,561 216,928 (－) 216,928

営業利益（又は営業損失） 3,909 538 4,447 (－) 4,447

　(注)  １．事業区分の方法

製品の販売先の使用目的に応じて、自動車用部品・その他(ボート用部品・産業用機器・事務機器用部品・

製造機械設備等)にセグメンテーションしています。

２．各事業区分の主要製品

事業区分 主要製品

自動車用部品

四輪・二輪車用ショックアブソーバ、パワーステアリング、プロペラシャ

フト、ガススプリング、オートマチックトランスミッション部品、デファレ

ンシャルギヤ、その他四輪・二輪車用駆動系部品

その他

ボート用部品 船外機用パワーチルトトリム、シリンダ、ポンプアンドモータ

産業用機器 各種油圧シリンダ

事務機器用部品 ガススプリング

製造機械設備等 製造機械設備

３．会計処理の方法の変更

(棚卸資産の評価に関する会計基準)

　四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更(1)に記載のとおり、第１四半期連結会計

期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準第９号　平成18年７月５日)を適用していま

す。この変更に伴い、従来の方法に比較して、当第３四半期連結累計期間の営業利益は、「自動車用部品」に

ついて、99百万円減少し、「その他」について、０百万円減少しています。
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当第３四半期連結累計期間 (自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

 
自動車用
部品(百万円)

その他
(百万円)

計
(百万円)

消去又は
全社(百万円)

連結
(百万円)

売上高                     

(1) 外部顧客に
対する売上高

142,055 8,158 150,213 － 150,213

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － (－) －

計 142,055 8,158 150,213 (－) 150,213

営業利益（又は営業損失） (3,606) 426 (3,180) (－) (3,180)

　(注)  １．事業区分の方法

製品の販売先の使用目的に応じて、自動車用部品・その他(ボート用部品・産業用機器・事務機器用部品・

製造機械設備等・自動車販売等)にセグメンテーションしています。

２．各事業区分の主要製品

事業区分 主要製品

自動車用部品

四輪・二輪車用ショックアブソーバ、パワーステアリング、プロペラシャフ

ト、ガススプリング、オートマチックトランスミッション部品、デファレン

シャルギヤ、その他四輪・二輪車用駆動系部品

その他

ボート用部品 船外機用パワーチルトトリム、シリンダ、ポンプアンドモータ

産業用機器 各種油圧シリンダ

事務機器用部品 ガススプリング

製造機械設備等 製造機械設備

自動車販売等 自動車販売、部品販売・修理、保険代理
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【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間 (自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

 
日本

(百万円)

北米

(百万円)

欧州

(百万円)

東南
アジア
(百万円)

南米

(百万円)

その他の
地域
(百万円)

計

(百万円)

消去又は
全社
(百万円)

連結

(百万円)

売上高                                     

(1) 外部顧客に
対する売上高

28,59517,6314,5419,7578,0735,83674,436 － 74,436

(2) セグメント間の
内部売上高又は
振替高

10,988384 34 285 － 92612,620(12,620)－

計 39,58318,0164,57610,0438,0736,76387,056(12,620)74,436

営業利益(又は営業損

失)
(483)(1,148)60 1,308 435 206 380 7 387

　

当第３四半期連結会計期間 (自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

 
日本

(百万円)

北米

(百万円)

欧州

(百万円)

東南
アジア
(百万円)

南米

(百万円)

その他の
地域
(百万円)

計

(百万円)

消去又は
全社
(百万円)

連結

(百万円)

売上高                                     

(1) 外部顧客に
対する売上高

23,84411,4521,9897,0935,3066,82756,515 － 56,515

(2) セグメント間の
内部売上高又は
振替高

7,472 48 19 73 － 904 8,518(8,518)－

計 31,31711,5002,0097,1675,3067,73265,034(8,518)56,515

営業利益(又は営業損

失)
(54)(448)(303)1,334(100)717 1,145(163)981
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前第３四半期連結累計期間 (自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

 
日本

(百万円)

北米

(百万円)

欧州

(百万円)

東南
アジア
(百万円)

南米

(百万円)

その他の
地域
(百万円)

計

(百万円)

消去又は
全社
(百万円)

連結

(百万円)

売上高                                     

(1) 外部顧客に
対する売上高

81,49553,50716,33727,10423,32115,161216,928－ 216,928

(2) セグメント間の
内部売上高又は
振替高

30,9591,297 94 885 － 2,54735,784(35,784)－

計 112,45554,80416,43127,99023,32117,708252,712(35,784)216,928

営業利益(又は営業損

失)
(851)(2,275)530 4,1481,941 527 4,021 425 4,447

　

当第３四半期連結累計期間 (自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

 
日本

(百万円)

北米

(百万円)

欧州

(百万円)

東南
アジア
(百万円)

南米

(百万円)

その他の
地域
(百万円)

計

(百万円)

消去又は
全社
(百万円)

連結

(百万円)

売上高                                     

(1) 外部顧客に
対する売上高

63,33832,1535,76318,43912,46018,059150,213－ 150,213

(2) セグメント間の
内部売上高又は
振替高

18,728202 66 191 － 2,42621,614(21,614)－

計 82,06632,3565,82918,63012,46020,486171,828(21,614)150,213

営業利益(又は営業損

失)
(3,793)(1,986)(733)2,645(667)1,319(3,216)36 (3,180)

(注) １．国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域

  (1) 国又は地域の区分は、地理的近接度によっています。

  (2) 本邦以外の区分に属する主な国又は地域

北米 アメリカ、カナダ

欧州 スペイン、イギリス

東南アジア インドネシア、タイ

南米 ブラジル

その他の地域 中国、インド

２．会計処理の方法の変更

　  前第３四半期連結累計期間　

(棚卸資産の評価に関する会計基準)

　四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更(1)に記載のとおり、第１四半期連結会計

期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準第９号　平成18年７月５日)を適用していま

す。この変更に伴い、従来の方法に比較して、「日本」の当第３四半期連結累計期間の営業損失は、100百万円

増加しています。
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【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間 (自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

 北米 欧州 東南アジア 南米
その他の
地域

計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 17,984 4,226 9,560 8,039 6,916 46,727

Ⅱ　連結売上高(百万円)                     74,436

Ⅲ　連結売上高に占める

    海外売上高の割合(％)
24.2 5.7 12.8 10.8 9.3 62.8

　

当第３四半期連結会計期間 (自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

 北米 欧州 東南アジア 南米
その他の
地域

計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 11,747 2,599 7,437 5,276 7,188 34,250

Ⅱ　連結売上高(百万円)                     56,515

Ⅲ　連結売上高に占める

    海外売上高の割合(％)
20.8 4.6 13.2 9.3 12.7 60.6

 

前第３四半期連結累計期間 (自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

 北米 欧州 東南アジア 南米
その他の
地域

計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 54,303 15,840 27,136 23,813 18,459139,553

Ⅱ　連結売上高(百万円)                     216,928

Ⅲ　連結売上高に占める

    海外売上高の割合(％)
25.0 7.3 12.5 11.0 8.5 64.3

　

当第３四半期連結累計期間 (自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

 北米 欧州 東南アジア 南米
その他の
地域

計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 32,644 7,474 19,178 12,302 19,993 91,593

Ⅱ　連結売上高(百万円)                     150,213

Ⅲ　連結売上高に占める

    海外売上高の割合(％)
21.7 5.0 12.8 8.2 13.3 61.0

(注) １．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高です。

２．国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域

(1) 国又は地域の区分は、地理的近接度によっています。

(2) 各区分に属する主な国又は地域

北米 アメリカ、カナダ

欧州 スペイン、イギリス

東南アジア インドネシア、タイ

南米 ブラジル

その他の地域 中国、その他アジア
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（デリバティブ取引関係）

　当第３四半期連結会計期間末 (平成21年12月31日)

　下記のデリバティブ取引が、事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の末日に比べて

著しい変動が認められます。

対象物の種類 取引の種類 契約額等(百万円) 時価(百万円) 評価損益(百万円)

通貨  為替予約取引 2,794 2,845 △51

　(注)　１．時価の算定は、取引先金融機関等から提示された価格等に基づいています。　

２．ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引については、記載対象から除外しています。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

１株当たり純資産額 954円48銭 １株当たり純資産額 984円38銭

(注)　算定上の基礎　

１株当たり純資産額　

　項目
当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額                   (百万円)85,869 87,228

純資産の部の合計額から控除する金額   (百万円) 13,360 12,446

 (うち少数株主持分) (13,360) (12,446)

普通株式に係る四半期連結会計期間(連結会計年度)

末の純資産額                         (百万円)
72,509 74,781

１株当たり純資産額の算定に用いられた四半期連結

会計期間(連結会計年度)末の普通株式数   (千株)
75,967 75,968

 

２．１株当たり四半期純損失

前第３四半期連結累計期間
  (自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
  (自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

１株当たり四半期純損失(△) △83円49銭 １株当たり四半期純損失(△) △70円77銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載していません。

同左

(注)　算定上の基礎

１株当たり四半期純損失　

　項目
前第３四半期連結累計期間
  (自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
  (自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

四半期純損失(△)                     (百万円)△6,342 △5,376

普通株主に帰属しない金額             (百万円) － －

普通株式に係る四半期純損失(△)       (百万円) △6,342 △5,376

普通株式の期中平均株式数               (千株) 75,968 75,967

 

前第３四半期連結会計期間
  (自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
  (自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

１株当たり四半期純損失(△) △92円87銭 １株当たり四半期純損失(△) △11円58銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載していません。

同左

(注)　算定上の基礎

１株当たり四半期純損失　

　項目
前第３四半期連結会計期間
  (自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
  (自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

四半期純損失(△)                     (百万円)△7,055 △880

普通株主に帰属しない金額             (百万円) － －

普通株式に係る四半期純損失(△)       (百万円) △7,055 △880

普通株式の期中平均株式数               (千株) 75,968 75,967
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（重要な後発事象）

　　　 該当事項はありません。 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
 

 

平成21年２月13日

株式会社ショーワ

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 矢定　俊博　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 五木田　明　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松岡　寿史　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ショーワ

の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成20年10月１日から平成20

年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ショーワ及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政状態、

同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間

のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　以　上

 

※１.　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提

出会社)が四半期連結財務諸表に添付する形で別途保管しています。　

※２.　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。　
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
 

 

平成22年２月12日

株式会社ショーワ

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 矢定　俊博　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 五木田　明　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松岡　寿史　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ショーワ

の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21

年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ショーワ及び連結子会社の平成21年12月31日現在の財政状態、

同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間

のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　以　上

 

※１.　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提

出会社)が四半期連結財務諸表に添付する形で別途保管しています。　

※２.　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。　
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